
目の不自由な方への情報提供を目的に
作られたもので、この音声コードを活
字読み上げ装置で読み取らせると音声
で読み上げます。

市社協で取組む「げんき教室」の特徴
市社協では、笑顔でいつまでもげんきに過ご
していただけるように、週１回をめどに「げん
き教室」を開催しています。
まずは、健康チェックをして準備運動。体の
筋肉がほぐれたら本日のメインメニューで、「ガ
ンバルーン体操」や認知症予防の「頭の体操」
に「ゲーム」、お茶を飲みながら「おしゃべり
タイム」で気分もリフレッシュ。夏休みには、
高校生と一緒に楽しんでいます。
また、月１回は、体力測定を行うことで、自
身の体力確認をしています。

生活福祉課を新設し、
「げんき教室」を運営します
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組織図������������������������ ５
平成28年度共同募金事業計画、会計予算、地域助成事業��� ６
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ふれあいサロン�������������������� 10
まごころ����������������������� 11
おしらせ����������������������� 12

本誌は、皆さまの社協会費・寄附金で発行されています。

安芸高田市社会福祉協議会
No.
2016（平成28）年
４月15日発行

安芸高田市社協
イメージキャラクター
「あいちゃん」
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事 業 計 画
平成28年度　安芸高田市社会福祉協議会

本年度は、社協中期経営計画の折り返し年に当たり、生活支援サービスの基盤整備など、新
規事業に見合った組織改革を行うと同時に、経営計画の見直しを行う必要があります。
特に、介護予防・生活支援サービス事業は、多様な担い手による生活支援、運動・通いの場
の提供や配食・見守り等が中心になってきます。
新たな取組みとして、生活福祉課を設置し、住民自身が「暮らし続けたいと思う地域」の姿
を描き、様々な形で参画し、地域の生活支援の仕組みづくりを構築して参ります。
「ともに支えあい、心豊かに」をスローガンに、住み慣れた地域で、誰もが安心して暮らせ
るまちづくりの実現のため、〈地域福祉活動の推進〉、〈介護福祉サービスの充実〉、〈福祉の開
拓者として〉の３項目を柱に掲げ事業の推進を図ります。

１．地域包括支援センター事業	 ３．ふれあいサロン事業
２．地域包括ケア推進事業	 ４．権利擁護事業

基本方針

重点事業

法人運営事業
○会議関係
○部会関係
○委員会関係

施設管理事業
○保健センター
○吉田老人福祉センター
○ふれあいセンターいきいきの里
○ふれあいセンターこうだ

安芸高田市
　共同募金委員会事務事業

日本赤十字社広島県支部
　安芸高田市地区事務事業

地域福祉事業
○ボランティア活動事業　
○地域包括ケア推進事業　
○ふれあいサロン事業　

○�日常生活応援サービス事業�
ほほえみネット安芸高田　
○�ファミリー・サポート・センター
事業
○�子育て支援センター�
一時預り・病後児預り事業
○安心生活創造事業
○�障がい者地域生活アシスタント
事業　
○�福祉サービス利用援助事業�
「かけはし」
○成年後見事業
○配食サービス事業
○家族介護者リフレッシュ事業
○生活・介護サポーター養成事業
○地域保健福祉事業

貸付事業
○�生活福祉資金・�
つなぎ資金貸付事業
○高額療養費・出産費貸付事業

介護福祉事業
○�介護保険対象外福祉用具貸出事業

○育児支援家庭訪問事業　
○訪問介護自費サービス事業

介護保険事業
○訪問介護事業　
○居宅介護支援事業　
○通所介護事業　
○福祉用具貸与事業　
○福祉用具販売事業

障害者自立支援事業
○障害者自立支援事業　
○移動支援サービス事業

生活支援事業
○一次予防事業（げんき教室）

地域包括支援事業
○地域包括支援センター事業

2016（平成28）年４月 2



一般会計予算
平成28年度　安芸高田市社会福祉協議会

市民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
（期間：平成28年４月１日～平成29年３月31日）
会費につきましては、戸別会費１世帯500円、賛助会費１人1,000円、団体会費１団体3,000
円をお願いしております。
　皆さまからお寄せいただきました会費は、地域福祉事業、広報紙やパンフレットの配布等、
社会福祉事業などに活用させていただいております。
戸別会費500円の内訳は、下記のとおりとなります。

329円
68円

62円
41円 地域福祉事業 66％

※ふれあいサロン・配食サービス・
ボランティア活動等の社会福祉
事業運営費として活用します

福祉委員 14％
※年４回の広報紙配布や会費の　
　取りまとめをお願いしています

社協だより 8％
※年 4回発行
　（４月・６月・９月・12月）

香典 12％
※市民の皆さまが亡くなられた
　際の香典として

� （単位：千円）
収　入

会費収入 5,260
寄付金収入（香典返し・見舞い返し等） 9,500
経常経費補助金収入（人件費・事業費等） 65,555
受託金収入（センター管理・安心生活創造事業等） 91,336
貸付事業等収入（貸付償還金） 6,000
事業収入（利用料等） 10,020
介護保険事業収入 228,873
障害福祉サービス等事業収入 18,287
その他の収入（受取利息配当金等） 3,164
資金移動収入 29,973
財務活動による収入（積立金取崩等） 10,231
前期末支払資金残高 129,618

合　　計 607,817

� （単位：千円）
支　出

社会福祉事業� 525,832
法人運営事業 125,086
地域福祉事業 60,685
貸付事業 12,471
本所事業所（介護保険） 102,236
吉田事業所（介護保険） 75,619
甲田事業所（介護保険） 149,735

公益事業� 81,985
施設管理事業 13,994
地域包括支援事業 67,991

合　　計 607,817

吉田町多治比636
TEL 42-2288

水廻りのリフォーム
してみませんか！
上 下 水 道 ・ 浄 化 槽
衛生設備工事・設計施工

安芸高田市指定給水設置工事事業店

公 田
設 備

社協会費はこんなことに使われています

2016（平成28）年４月3



平
成
28
年
度
　
市
社
協
重
点
事
業

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
事
業

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

権
利
擁
護
事
業

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
介
護
・
福

祉
・
健
康
・
医
療
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面

か
ら
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
支
え
ま
す
。

介
護
の
悩
み
や
介
護
予
防
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
ぎ
み
だ
っ
た
り
、

ご
近
所
の
方
と
の
お
付
き
合
い
が
な
か
っ

た
り
、
最
近
で
は
地
域
で
い
つ
の
間
に
か

孤
立
し
て
い
る
…
と
い
う
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

サ
ロ
ン
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
を
拠
点
と

し
て
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど「
楽
し
く
気

軽
に
」仲
間
づ
く
り
を
定
期
的
に
行
う
活

動
で
、
本
年
度
は
常
設
型
サ
ロ
ン
を
立
上

げ
、
い
つ
で
も
誰
で
も
集
え
る
場
を
つ
く

り
ま
す
。

高
齢
化
社
会
に
な
り
、
一
人
暮
ら
し
・

二
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
認
知
症
高
齢
者

が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、

介
護
が
必
要
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
で
包
括
的
に
支
え
る
仕
組
み
づ

く
り
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

本
年
度
は
、
美
土
里
町
で
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
、
地
域
課
題
や
見
守
り
体
制

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
け
れ

ど
、
手
続
き
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
。
銀

行
に
行
っ
て
お
金
を
お
ろ
し
た
い
け
れ

ど
、自
信
が
な
く
て
誰
か
に
相
談
し
た
い
。

商
品
勧
誘
の
人
が
来
た
け
れ
ど
、
ど
う
対

応
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な

不
安
や
疑
問
、
判
断
に
迷
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
援
助
事
業
か
け
は
し
は
、
こ
の
よ

う
な
場
合
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手

続
き
や
、金
銭
管
理
の
お
手
伝
い
を
し
て
、

あ
な
た
が
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

安心して暮らせるよう相談に応じます

地域で見守り体制づくり

ふれあいサロンで仲間づくり

あなたの安心・いきいき
生活を応援します

2016（平成28）年４月 4



４月１日から組織体制が次のようになりました
安芸高田市社会福祉協議会は、地域の生活支援の仕組みづくりの構築を目標に、新たに生
活福祉課を新設いたします。

会
　長

事
務
局
長

総務係

地域福祉係

向原支所

甲田支所

高宮支所

美土里支所

八千代支所

吉田支所

福祉用具貸与事業所

地域包括支援課
介護予防支援事業所

地域包括支援係

通所介護事業所

生活支援係

訪問介護吉田事業所

訪問介護事業所

居宅介護支援事業所

総務課

地域福祉課

改正前

介護福祉課

生活福祉課

向原支所

甲田支所

高宮支所

美土里支所

八千代支所

吉田支所
（地域福祉係）
（子育て支援係）

通所介護事業所
訪問介護事業所

福祉用具貸与事業所
訪問介護吉田事業所
居宅介護支援事業所

福祉のまちづくり課

介護福祉課

地域包括支援センター

４月 1日付人事異動
所属部署･役職名 氏　　名 旧役職名

事務局長兼地域包括支援センター長 曽我　　淳 地域包括支援センター長
総務課長 上田　裕子 総務係長
地域福祉課長 森本　貞彦 安芸高田市から派遣
生活福祉課長兼甲田支所長 玉利　清子 通所介護事業所長
介護福祉課長兼福祉用具貸与事業所長 平野　美幸 介護福祉課長
地域包括支援課長兼センター長補佐兼介護予防支援事業所長 柿上　郁子 地域包括支援課長兼介護予防支援事業所長
安芸高田市へ派遣 和田　篤志 地域福祉課長
地域福祉課長補佐 武岡　義和 福祉用具貸与事業所長
総務係長 木落　功治 総務課　主任主事
地域福祉係長 新川　美紀 吉田支所長
吉田支所長 小田　美穂 地域福祉係長
通所介護事業所長 伊藤　佳由 訪問介護事業所「ツツジ」専門職員

３月 31日付退職
氏　　名 旧役職名
益田　茂樹 事務局長
瀧野由美子 福祉のまちづくり課長兼甲田支所長

手作りパンとチーズケーキの店

サ ン パ ラ ソ ル
■営業時間　AM９：00～ PM６：30
■定 休 日　毎週月曜日・第１日曜日

安芸高田市吉田町常友 1270-3
TEL47-4012（FAX兼用）

2016（平成28）年４月5



平成28年度共同募金「地域助成事業」のご案内

収　入
共同募金 5,820
募金事務費収入 341
義援金収入 2
受取利息配当金収入 1

合　　計 6,164

支　出
送納金 5,823
事務費支出 341
合　　計 6,164

事業計画および会計予算
平成28年度　安芸高田市共同募金委員会

開されます。安芸高田市共同募金委員会では、社会が大きく変化する中で、さまざまな地域福祉
の課題解決に取組む住民団体やグループ等を支援する仕組みとして、また、住民のやさしさや思
いやりを届ける運動として、「ともに支え合い、心豊かに」暮らせる福祉のまちづくりを推進し
ます。

安芸高田市社協への配分の一部を誰もが安全で安心して暮らせる福祉のまちづくりを推進する住民
団体・グループ等の活動を支援することを目的に公募による助成を行います。皆さまからのご応募を
お待ちしています。
公募助成の金額：１団体あたり、下限20,000円から上限100,000円まで
公募対象となる事業の実施期間：平成28年５月１日から平成29年３月31日まで
（申請書提出締切および提出先）
◦安芸高田市社会福祉協議会へ提出ください。
　平成28年７月29日（金）17：30までに必着のこと。※持参・郵送可です

平成28年度　共同募金配分金使いみち
安芸高田市内の皆さまから寄せられました募金は広島県共
同募金会に一旦全額送金し、翌年度に、県内の社会福祉施設・
ボランティア団体等へ約3割、安芸高田市社会福祉協議会へ
約7割配分され、地域福祉活動に活用されます。
皆様から寄せられました戸別募金500円の内訳は右記のと
おりとなります。

175円

150円

85円

35円
55円

地域への還元 35％
サロン運営費、地域での活動を
助成します

広域助成 30％
県内の社会福祉施設・ボランティ
ア団体等へ助成します
災害積立金 3%を行います

配食サービス事業 7％
一人暮らし高齢者宅へ見守りを
かねて弁当の配達を行います

運営事業 17％
委員会運営費として活用します

成年後見事業 11％
判断が難しくなった方の財産や
生活のアドバイス支援を行います

� （単位：千円）
支　出

運営事業 788
地域助成事業 500
ふれあいサロン事業 1,112
成年後見事業 500
配食サービス事業 300
　　　　　　合　計 3,200

（申請書と必要書類について）
◦�申請様式については社協窓口で受け取ることができます。また同様式のデータは、ホー
ムページ（URL　http://www.akisha.jp/）からダウンロードできます。
◦�要領についても同ホームページでご覧いただけます。

今年70周年を迎える共同募金運動は、全国で「自分の町を良くするしくみ」が展

共同募金の配分事業

事業計画 会計予算� （単位：千円）

１．会議の開催
２．共同募金配分金（一般配分金）
３．共同募金運動の展開
４．広報啓発活動
５．関係機関および福祉団体との連携

2016（平成28）年４月 6



ご登録いただき誠にありがとうございます。� 平成28年３月31日現在
吉田町
あきんど
上国木工所
上田建築
大田設備
㈲大山鉄工所
㈱オキタ石油
お食事と喫茶　KADO
カラーセンター吉田店
㈲川本工務店
㈱北屋呉服店
コスモ薬局
坂田木工
サンパラソル
三矢オート㈱
下土居建設
住みよい住まいづくりのすみよし
総合広告オカノ
㈱竹廣ガラス
たたみのモリスエ
㈱中電工安芸高田営業所
ドラッグヨシノ
中尾バランス整骨院
㈲仁井モータース
ハラダ　ゆめタウン吉田店
広島ガス高田販売㈱
広島北部農業協同組合
ホビーショップやまびこ
ホワイト舎本社工場店
㈱マルシン
㈱山本家具店
ローソン吉田町貴船店
㈲脇地石油店

八千代町
㈱池田商店
エディオンすみよし八千代店
㈱高山
珈琲庵　舞
セブン・イレブン広島八千代南店
土師ダムサイクリングターミナル
� 土師さくら亭
ファッションハウスいしがみ

美土里町
㈲オガサワラ
㈲清原組
高田・楽々苑
㈱中岡総合電設
平川工務店
㈲堀川建設
増田鉄加工所
師岡商店
Aコープみどり店

高宮町
上田建設㈲
エコミュージアム川根
エディオン高宮店
㈱熊高組
車検のコバック安芸高田店
すずらん薬局高宮店
たかみや湯の森
㈱武田電設
塚本鉄工所
パストラルながおか
美容室　アトリエ
㈲ルーフセンター塚本
Aコープたかみや店
Yショップ石井和洋酒店

甲田町
㈲井川ポンプ店
㈲井上電気
㈱大前醤油本店
㈱吉川商店
協同組合甲田
� ショッピングセンター
㈲コンセプトなんでもかんでも
國元石材店
サイクルショップユキタケ
サンパティオすみよし
セゾンド　マツシマ
セブン・イレブン安芸高田甲田町店
瀧野工務店
中国新聞甲立販売所
林電機商会
㈱藤崎商会
㈲ホンダハピネス高田
㈲マトバ板金
㈲みやもと石材店
㈲FULL HOUSE

向原町
市川食料品店
井上商店
㈲兼光
酵素風呂　森蔵
児玉向文堂
㈱佐々木電機
縄文あいす「ひとは館」
末原工務店
高橋電機　向原
ハッピーマートひだに　谷屋
ヨシオカ建築
ローソン安芸高田向原店
Aコープ向原店

社協の取組みを紹介します
お太助協力店一覧 （五十音順敬称略）

「お太助協力店」とは？
「お太助協力店」は、日常業務の配達時などに、一人暮らし・
障がい者世帯などへ、声かけや安否確認を行っていただき、地域
福祉の貢献も兼ね備えるお店としてご登録いただいています。
「お太助協力店」の情報を掲載した「お太助サポート帳」を見守
りや支援の必要な方に配布し、日用品の注文や、ちょっとした家
屋の修繕など地元のお店で、安心・安全に利用していただくこと
ができます。
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意外と知られていないケアマネジャーの仕事

みを紹介します
安芸高田市社会福祉協議会居宅介護支援事業所

□本　　所　〒731-0521 広島県安芸高田市吉田町常友1564-2（安芸高田市保健センター内）
　　総務課	 TEL：（0826）42-2941	 FAX：（0826）47-1312
　　地域福祉課	 TEL：（0826）47-1131	 FAX：（0826）47-1312
　　地域包括支援センター	 TEL：（0826）47-1132	 FAX：（0826）47-1312
　　居宅介護支援事業所	 TEL：（0826）47-1133	 FAX：（0826）47-1312
　　福祉用具貸与事業所	 TEL：（0826）47-1133	 FAX：（0826）47-1312
□吉田支所　〒731-0501 広島県安芸高田市吉田町吉田1324-1（吉田老人福祉センター内）
	 TEL：(0826）47-1311	 FAX：(0826）47-0045
　　訪問介護吉田事業所「ツツジ」
	 TEL：（0826）42-2929	 FAX：（0826）47-0045
□八千代支所　〒731-0303 広島県安芸高田市八千代町佐々井1329（旧八千代保健センター内）
	 TEL：（0826）52-2941	 FAX：（0826）52-2941

○�介護保険サービスを利用する場合はまずケアマネジャー
が所属する『居宅介護支援事業所』に相談して居宅サービ
ス計画書の作成を依頼するのが一般的です。
○�必ずしも介護サービスを利用しなければならないという
事はありません。介護サービスやその他の制度を有効活
用できるように提案し、ご本人や世帯に応じた計画を立
てていくのがケアマネジャーの役割です。

介護サービスの利用開始！

ス計画を作成
するための参
考にします。
◦�今後の生活を
どのようにし
ていきたい
か、というこ
とも一緒に考
えます。

訪　問
◦�まずはお体の状態、生活の様子やこれまで
の生活歴などを聞き取り、適切な介護サービ

サービス担当者会議
◦�大まかな介護サービス計画が決まったらそ
のサービスを担う事業所と集まり、話し合
いの場を持ちます。
◦�ご本人やご家族とケアマネジャー、介護
サービス事業所全員が同じ目標に向かって
取り組んでいきます。

◦�ヘルパーさんに家事や身の回りの
ことを支援してもらったり…

◦�デイサービスなどで運動に取り組
んだり…

介護サービスは健康
に安心して家で過ご
していけるように、
必要な取組みを提供
しています。

社協のケアマネジャー ３本の心得
一、‌�相談への対応は早く。 

フットワークを軽く。
二、きちんと話を聴く。心で聴く。
三、知識を豊富に持っておく。

○�そして皆様が笑顔の多い日々を過ごされることを目指しています。
○�介護保険に関すること、医療、福祉のこと、何でもご相談ください。

2016（平成28）年４月 8



認知症の方を地域で支え・支えられる仕組みづくりが、安芸高田市にも広がっています。
安芸高田市地域包括支援センターでは、保健師など専門職員が認知症に関する相談に応じて
います。お気軽にご相談ください。

★認知症にみられる症状（例）★

⑶認知症サポーター
　�認知症サポーターとは、認知症を正しく理解
し、自分のできる範囲のボランティア活動と
して認知症の人やその家族を応援する人です。
　�認知症サポーター養成講座を修了された方
が、安芸高田市内に2467人おられます。
（H28/２月末現在）

⑷キャラバン・メイト
　�認知症サポーター養成講座の講師役として、
認知症サポーター養成講座を開催します。現
在、安芸高田市内に約80人おられます。

⑴オレンジドクター（もの忘れ・認知症相談医）
　�オレンジドクターとは、日ごろ受診する主治
医に気軽に相談できるよう、県が実施する研
修を修了した医師を「もの忘れ・認知症相談
医（オレンジドクター）」として県が認定し
ています。現在、安芸高田市内に10人（10
医療機関）おられます。

⑵オレンジ（認知症介護）アドバイザー
　�オレンジアドバイザーとは、県が実施する「認
知症介護実践研修実践リーダー研修」修了者
で、地域の身近な相談役「道案内役」として、
認知症のある方やそのご家族などを支援しま
す。現在、安芸高田市内に11人（８施設）お
られます。

社協 の取組
安芸高田市地域包括支援センター

□美土里支所　〒731-0612 �広島県安芸高田市美土里町本郷1775（安芸高田市役所美土里支所内）
	 TEL：（0826）59-2941	 FAX：（0826）59-2941
□高宮支所　〒739-1802 広島県安芸高田市高宮町佐々部983-2（安芸高田市役所高宮支所内）
	 TEL：（0826）57-2941	 FAX：（0826）57-2941
□甲田支所　〒739-1101 広島県安芸高田市甲田町高田原1490-1（ふれあいセンターこうだ内）
　　生活福祉課	 TEL：（0826）45-2941	 FAX：（0826）45-7012
　　通所介護事業所	 TEL：（0826）45-5102	 FAX：（0826）45-7012
　　訪問介護事業所「ツツジ」	 TEL：（0826）45-2941	 FAX：（0826）45-7012
□向原支所　〒739-1201 広島県安芸高田市向原町坂185-1（安芸高田市役所向原支所内）
	 TEL：（0826）46-2941	 FAX：（0826）46-2941

物覚えが悪くなった

慣れた所も道に迷う

段取りが悪くなった

よく知っている人や物
の名前が出てこない

道具の使い方がわか
らなくなった

地域で認知症の人を支えるために

2016（平成28）年４月9



～美土里町～

～高宮町～

グラウンドゴルフで楽しいひと時

いつも元気でわきあいあい

私たちのサロンの主な活動はグラウンドゴルフで、月・水・木曜日の週3回練習してい
ます。どんなに寒い日でも暑い日でも、みんなで集まり、体力づくり・仲間づくりのため
に頑張っています。
90歳を超えた会員も数人おられ、ホールインワンを何回も出すほど上手で、年齢ではないと日々
思います。
グラウンドゴルフだけでなく、休憩時間に世間話をするのも、サロンの楽しみになっています。
� （神幸・塩瀬どんどん友愛クラブ世話人）

房後ふれあいサロンは11月と１月を除き、年10回開催しています。
平均年齢は年々高くなっておりますが、いつも元気で和気あいあいと和やかな雰囲気です。
今回は、安芸高田市社会福祉協議会から２名の方に来ていただき、冬季の入浴の仕方を教わった後、
タオルを使用した体操を音楽に合わせて実施しました。各人が自分の柔軟さや体力に合わせて頑張っ
ておられました。昼食は、弁当のほかに世話人の方が作ってくださった豚汁を全員で美味しくいただ
きました。解散の時は、来月もまた元気で会おうねと声を掛け合いながら皆さん帰路につかれました。
� （房後ふれあいサロン世話人）

「神幸・塩瀬どんどん友愛クラブ」は美土里町の本郷ふれあいセンターどんどんで開い
ています。

「房後ふれあいサロン」は高宮町の房後ふれあいセンターで開いています。
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　次の皆さまから、温かいご寄附をいた
だきありがとうございました。
　お寄せいただきましたご寄附は、社会
福祉事業へ大切に活用させていただきま
す。
（平成27年11月21日～
� 平成28年３月20日受付分）
○�本会への寄附金については所得税法による寄
附金控除が受けられます。
○�寄附者ご本人の承諾のもと氏名等を記載して
います。
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 平成28年度 

日本赤十字社社資（事業資金）のお願い
日本赤十字社は、赤十字の理念やその活動内容に賛同してご加入いただいた会員「社員」の皆
さまから拠出いただいく会費「社費」と、広く皆さまからお寄せいただいた「寄付金」（総称して「社
資」と呼びます。）を活動資金とし、多くの事業を実施しています。
日本赤十字社安芸高田市地区では、本年度も福祉委員の方を通じて社費のご協力をお願いして
おりますので、市民の皆さまの一層のご理解とあたたかいご支援を心からお願い申し上げます。

募集期間：平成28年５月１日～平成29年３月31日 １戸あたり500円をお願いしております。

血液事業
献血をお願いし、病気や
ケガで血液が必要となっ
た患者さんのもとへ24
時間体制で輸血用血液を
お届けします。

医療事業
地域の中核病院として、地
域に根差した医療を提供す
るとともに、災害時には直
ちに医療救護活動ができる
ように体制を整えています。

講習普及事業
急病や突然の事故に備え
て、心肺蘇生やAED（自
動体外式除細動器）の使
い方、水の事故から身を
守る方法などの講習会を
行っています。

災害救援活動
災害時に医師などを中心に
編成される救護班をいち早
く被災現場に派遣し、救護
活動やこころのケア活動を
行います。また、救援物資
もお届けしています。

社資はこんなことに使われています

お太助情報キットに入れておくものは
「お太助情報用紙」の内容は、年に一度、必ず再確認してください！
○かかりつけの病院は、変わっていませんか？
○薬の種類や内容は、変わっていませんか？
○服薬内容の記入が難しい場合は、お薬表を同封ください

「お太助情報キット」があなたの命を守ります
お太助情報キットとは
一人暮らしや家族が家にいない時に急病で倒れてしまった場合、近所やお知り合いの方
が救急車を呼ぶことまではできても、その方がどのような病歴、疾患、血液型であるか、
また、どのような薬を飲まれているのかまでは分かりません。
このような情報や、緊急連絡先やかかりつけの病院を救急隊員に確実に伝わり、適切で
迅速な救急医療に活かすことができるようにつくられたのが、「お太助情報キット」です。
一人暮らしや二人暮らしの方の安全・安心のために「お太助情報キット」を是非、ご活
用ください。

すでに活用されている方
「お太助情報用紙」は、市社協本所・各支所で用紙を
受け取れます。また、社協ホームページ
http://www.akisha.jp/newpage39.html から
ダウンロードできます。

新しく情報キットの必要な方
本所各支所へ申し出ください。
「お太助情報キット」をお渡し
します。

社協だより
発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒731-0521　�広島県安芸高田市吉田町常友1564-2（安芸高田市保健センター内）�

電話・お太助フォン（0826）42-2941　FAX（0826）47-1312　ホームページ http://www.akisha.jp/


